
自然の色だけを使った
美しい手作りのひし餅が
飛騨のひな祭りを彩ります

五色のひし餅

ピンク…花が咲く様子を表現
赤色が濃くきれいな品種の赤か
ぶを育て、すりおろしてしぼっ
た汁を使っています。

黄色…実りを表現
以前は蒸していましたが、日持
ちを良くするために試行錯誤
し、薄く切って干したものを
フードプロセッサーで粉にして
冷凍保存して使っています。

緑…芽吹きを表現
ご近所の方が「一人やと大変やろ」
と摘んできてくれたり、友人が茹で
て冷凍したものを届けてくれたりと、
周りのあたたかい協力を得ながら良
い香りのよもぎを調達しています。

白…雪を表現
材料の餅米は家族で育てたものを使います。毎年
だいたい300袋くらいのひし餅を作っています。

うす茶色…雪解けで土が顔を出す
　　　　   様子を表現
以前は自家栽培していましたが、
現在は購入したものを使っていま
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五色
ひし餅ができるまで
餅米作りから加工まで

家族や地域の人の協力も得ながら
作業しています

いま、
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昔
は
ひ
な
祭
り
の
時
期
に
な

る
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各
家
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で
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ひ
し
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30
年
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ど
前
、
当
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宮
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の
婦
人
会
で
五
色
の
ひ
し
餅
を

作
っ
て
み
よ
う
と
話
し
合
い
、

25
人
ほ
ど
で
作
り
始
め
ま
し
た
。
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作
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仲
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今のところ、五色のひし餅の後継者はいません。材料の餅米
作りも大変やし、保健所の許可や真空パックにする機械も必
要で、簡単なことではないでな。「もう少し勤めてからやろ
うかな」と言ってくれる人はいますよ。
毎年、ひし餅作りが終わると「今年もやれて良かった」と自
分で自分をほめるみたいにつぶやくんです。ひとりで作り続
けられるのは、やっぱりひし餅作りが好きだからやな。

水野 美代子さん五色のひし餅作り
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な
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な
ど
は
家
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と
協
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ま

す
が
、
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な
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づ
く
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は
一
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担
っ
て
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と
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。

　
手
間
ひ
ま
が
か
か
る
ひ
し
餅

作
り
は
苦
労
も
あ
り
ま
す
が
、

「
来
年
も
頼
む
わ
」「
嫁
さ
ん
と

孫
が
喜
ん
だ
よ
」
と
い
う
声
が

な
に
よ
り
嬉
し
く
、
作
り
続
け

る
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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美味しい餅になるよう、
草取りなど手間ひまを
かけて育てます。

餅をつき、色づけし
たものを平たくのば
しておきます。

3 日ほど休ませほどよ
く固まった餅を、ひし
型に切り分けます。

一番下に脱酸素剤を入
れ、順番通りにひし餅
を重ねたものを機械で
真空パックにします。

餅米づくり

餅つき切り分け

パッキング


